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平 成 １ ９ 年 ６ 月 ２ ７ 日

沖縄総合事務局林務水産課

沖縄周辺海域での台湾漁船の拿捕について
だ ほ

６月２７日午前１時０８分ころ、水産庁取締船「東光丸」（２，０７１トン）は、沖縄

県島尻郡久米島町久米島灯台から北西約７８ｋｍの我が国排他的経済水域（ＥＥＺ）内に

おいて、台湾はえ縄漁船「德鴻發（トォホンファ）」に対し立ち入り検査を行ったところ、

該船が、久米島灯台から北西約７７ｋｍ（北緯２６度４４．８分、東経１２６度０４．６

分付近）の我が国ＥＥＺ内に漁具を敷設し、我が国の漁業許可を受けず操業を行っている

事実を確認した。

このため、沖縄総合事務局が那覇簡易裁判所に逮捕状請求を行い、逮捕状の発付を受け、

２７日午後６時０７分、同船船長で台湾出身の李國枝（リ クオチ）（３８歳）を排他的経

済水域における漁業等に関する主権的権利の行使等に関する法律（漁業主権法）違反（無

許可操業罪）で逮捕した。

現在、沖縄総合事務局と水産庁が合同で捜査を進めている。

近年、沖縄周辺海域において台湾漁船による違法操業が多発しており、沖縄総合事務局

と水産庁が協力して警戒を強めていた最中である。

本件にかかる概要は、以下のとおり。

記

１ 船 名：德鴻發（トォホンファ）

（はえ縄漁船、総トン数：５５．６５トン、被疑者を含む８人乗船、

船籍港：東港塩埔）

２ 違反内容：漁業主権法違反（無許可操業罪）

（注）拿捕：船舶を押収し、または船長その他の乗組員を逮捕すること

問合せ先：沖縄総合事務局農林水産部林務水産課

担当者：大田 浩二

代 表：０９８－８６６－００３１（内３９３）

直 通：０９８－８６６－００９８
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